
本やインターネットの文章をまるごと写す「コピー＆ペースト（コピペ）」自体は
不正ではありませんが、それを「自分の意見」にすれば不正になります。「コピペ」
をしたときは、「出典」（どこに載っていたものか、誰の書いたものか、といった
情報）をかならず明記するのがルールです。これにより「他者の意見」と「自分
の意見」を明確に区別することができます。テストやレポート課題でも、「コピペ」して　　
出典を明記せず、自分の意見とすれば不正になってしまいます。

　自分の意見を伝えるときには、 事実にもとづいた発言が求められます。 本当
はなかったことを、あたかも本当であるかのようにウソをつくことは許されません。

　とはいえ、 事実にもとづいて話をするようにしても、 その事実そのものを
こっそり自分の都合の良いように変えたり、 ごまかしたりしてはいけません。

　他人の意見やアイデアを参考にして、 自分の考えを深めることは大切です。
ただし、 他人の意見をまるで自分のもののようにしてしまうと、 それは 「盗み」 に
なります。 他人の意見を認めて 「借りる」 ようなやりかたで自分の意見を述べる
方法はいろいろありますので、そのための 「マナー」 をこれから学んでいきましょう。
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「こういうときは、どうしたらいいのかな？」と迷ったときは、先生に聞いてみるか、
「ともいき研究推進センター（事務局・学長室研究支援オフィス）」までお気軽にお問い合わせください。

電話　0774-25-2494     メール　tomoiki-research@po.kbu.ac.jp
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